
人口と世帯（平成 19年 8月 1日現在）　1,759 世帯　（±0）　男 2,749 人（+3）　女 2,879（-3）　計 5,628 人（±0）
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今  

月  

の  

紙  

面

　銚子市立明神小学校と片品連合小学校の海と山の

交歓分宿は４２回目を迎え、親子で体験した世帯も

増えています。出発前日まで雨が続きましたが、滞

在した３日間は晴天に恵まれ、２日目海の学習でも

楽しい交流が見られました。

振り上げた棒の彼方に犬吠埼灯台

（７/２５長崎海岸）
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ク 
リ 
ー 

ン 

作 

戦 

の 
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報 

告 

国 

道 

の 

カ 

ー 

ブ 

ミ 

ラ 

ー 

清 

掃 

を 

実 

施 

　

今
年
度
か
ら
村
が
進
め
て
い
る
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
各
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
第
六
区
で
は
六
月

二
十
四
日
に
区
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
大
沢
・
閑
野
線
（
土
出
側
）
の
不
法
投
棄
ご
み
の
撤
去
を
行
い
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
の
捨
て
場
所
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
電
化
製
品
を
は
じ
め
、
鉄
く
ず
・
農
業
用
マ
ル
チ
・
生
活

ご
み
な
ど
約
２
ト
ン
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。
ま
だ
一
部
の
農
業
用
マ
ル
チ
や
土
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
ご

み
は
完
全
に
は
撤
去
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
き
な
ご
み
は
大
部
分
が
撤

去
さ
れ
、
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
一
日
に
村
で

行
っ
た
環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

を
い
た
だ
い
た
方
々
を
は
じ
め
、
御
座
入
地
区
・
花
咲
地
区
の
み
な
さ
ん
に

参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
宇
条
田
峠
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
で
も
宇
条
田
峠
は
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
多
く
の
不
法
投
棄
箇
所
が
あ
り
、
峠
の
頂
上
付
近
を
中
心
に
清
掃
を
行

い
約
１
．
６
ト
ン
の
ご
み
を
撤
去
し
ま
し
た
。

事
業
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

七
月
十
二
日
、
国
道
１
２
０
号
線
４
０
１
号
線
沿
い
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
作
業
を
片
品
村
交
通
安
全
協
力
会

と
尾
瀬
駐
在
所
で
協
力
し
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
清
掃
は
、
毎
年
「
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
」
の

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
一
斉
街
頭
指
導
で
、
運
転
者
に
交

通
安
全
の
呼
び
か
け
を
し
、
午
後
に
は
雨
の
降
る
中
、
片

品
村
で
の
交
通
事
故
が
一
件

で
も
減
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
磨
き
、

邪
魔
な
木
の
枝
打
ち
や
、
草

刈
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
も
夏
休
み
に
は
い
り
、

子
供
た
ち
も
外
出
す
る
機
会

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

子
供
た
ち
が
出
か
け
る
と
き
に
は
、

交
通
事
故
に
気
を
付
け
る
よ
う
声

か
け
す
る
な
ど
し
て
、
片
品
村
の

交
通
事
故
が
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

群 

馬 

県 

知  

事
選 

挙 

の 

結 

果 

山
本　
　

龍　
　
　

８
８
４
票

小
寺　

弘
之　
　

１
３
５
２
票

吉
村　

し
ゅ
ん
い
ち　

９
８
票

大
沢　

正
明　
　
　

８
１
１
票

清
水　
　

澄　
　
　
　

２
３
票

有
効
投
票　
　
　

３
１
６
８
票

無
効
投
票　
　
　
　
　

３
４
票

任
期
満
了
に
伴
う
群
馬
県
知
事
選
挙
は
、
七
月
二
十
二
日

投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

片
品
村
に
お
け
る
各
候
補
者
の
得
票
数
は

次
の
と
お
り
で
す
。

日時：９月３日（月）

　　　9:30 ～ 15:30

場所：片品村文化ｾﾝﾀｰ

取引や証明に使用される特定計量器は

定期的な検査が必要ですので持参ください。

特定計量器定期検査を実施します

　

群
馬
県
で
は
、「
ぐ
ん
ま
の
山
村
回
帰
支
援
事
業
」
と
し
て
「
出
会
い
と
交
流
の
場
づ
く
り
」、「
人
と
受
け
皿

づ
く
り 

」   

等
を
基
本
方
針
に
都
市
生
活
者
の
「
山
村
回
帰
」
の
流
れ
を
群
馬
県
へ
呼
び
込
む
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
平
成
十
九
年
度
は
、
片
品
村
を
含
む
県
内
５
地
域
が
県
か
ら
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月 

二
十
四
日
片
品
村
役
場
に
て
村
民
８
名
と
群
馬
県
、
片
品
村
職
員
で
構
成
し
た
尾
瀬
の
郷
ふ
る
さ
と
交

流
推
進
協
議
会
設
立
総
会
を
開
催
し
、
趣
意
書
、
協
議
会
規
則
、
事
業
計
画
、
収
入
支
出
予
算
等
が
、
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、

（
１
）
交
流
居
住
希
望
者
に
係
る
受
入
体
制
の
確
認

（
２
）
首
都
圏
等
都
市
部
へ
の
情
報
発
信

（
３
）
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の
推
進

（
４
）
交
流
居
住
に
係
る
調
査
研
究
活
動

等
を
テ
ー
マ
で
、
村
の
特
長
を
生
か
し
た
観
光
と
交
流
の
可
能
性
を
協
議
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

尾 

瀬 

の 

郷 

ふ 

る 

さ 

と 

交 

流 

推 

進 

協 

議 

会 

設 

立 

宇条田峠のゴミ

一斉街道指導

会議の様子

ミラーを覆う枝や草を刈払う

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）
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尾
瀬
高
校
で
は
、
今
年
度
初
め
て
の

「
地
域
探
検
」
を 

七
月
二
日 

に
行
い
ま

し
た
。
地
域
探
検
は
尾
瀬
高
校
の
１
年

生
が
片
品
村
内
に
出
向
き
地
域
の
宝
物

を
再
発
見
す
る
授
業
で
す
。

　

今
回
は
、
１
・
２
・
４
・
７
・
８
区

の
５
地
区
で
実
施
し
、
地
域
案
内
人
と

し
て
「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
」

と
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
生
徒
た
ち
の
感
想
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

尾  

瀬  

高  

校  

の  

地  

域  

探  

検 

　

須
賀
川
班

◎
星
野
健
一
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た

　
「
努
力
、
勤
勉
、
正
直
を
大
切
に
」

　

は
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

　

御
座
入
班

◎
武
尊
神
社
の
彫
刻
は
、
日
光
東
照
宮

　

の
彫
り
師
が
彫
っ
た
。

◎
水
道
を
引
い
た
の
が
村
内
で
一
番
早

　

か
っ
た
。

◎
群
馬
で
は
プ
レ
ス
加
工
の
技
術
が
進

　

ん
で
い
る
。
こ
ん
な
す
ご
い
設
備
が

　

あ
る
な
ん
て
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

　

た
。　
　
　
　
　
　
　
（
群
馬
精
密
）

　

築
地
班

◎「
す
ぐ
り
」
と
い
う
植
物
が
あ
る

　

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

◎
も
と
も
と
、
森
で
昔
の
人
た
ち
が

　

切
り
開
い
て
今
の
よ
う
な
場
所
に

　

な
っ
た
。

◎
ジ
ュ
ン
ベ
リ
ー
が
お
い
し
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
園
芸
）

　

上
幡
谷
班

◎
日
本
で
初
め
て
マ
イ
タ
ケ
の
栽
培

　

に
成
功
し
た
人
が
い
る
。
マ
イ
タ

　

ケ
が
お
い
し
か
っ
た
。

◎
日
本
武
尊(

や
ま
と
た
け
る
の
み

　

こ
と)

の
弟
の
供
養
塔
が
あ
っ
た
。

　

下
小
川
班

◎
グ
ミ
の
実
は
と
て
も
渋
か
っ
た
。

◎
話
に
夢
中
に
な
っ
て
メ
モ
を
と
れ

　

な
か
っ
た
。

　

丸
沼
ペ
ン
シ
ョ
ン
班

◎
都
会
か
ら
観
光
に
来
る
人
々
が
た

　

く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
き
ま

　

す
。
自
分
た
ち
が
飲
む
水
を
た
だ

　

汚
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

　

戸
倉
班

◎
昔
は
、
ど
の
地
域
で
も
大
事
な
決

　

め
ご
と
を
し
た
と
き
は
必
ず
神
社

　

に
行
っ
て
報
告
を
し
て
い
た
。

　

鎌
田
班

◎
松
下
木
材
が
あ
り
戦
時
中
に
プ
ロ

　

ペ
ラ
が
作
ら
れ
て
い
た
。
寄
居
山

　

は
、
戊
辰
戦
争
の
こ
ろ
官
軍
が
来

　

る
の
を
見
張
っ
て
い
た
会
津
街
道

　

が
一
望
で
き
る
。

地
域
案
内
人
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

星
野
健
一
、
松
井
友
吉
、
星
野
賢
宗

桑
原
藤
太
郎
、
星
野
学
、
千
明
政
夫

星
野
浩
、
坂
本
博
道
、
笠
原
多
蔵

萩
原
新
也
、
萩
原
学
、
須
藤
賞
作

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

ブ 

ル 

ー 

ベ 

リ 

ー 

園  　
　

開  

園  

式

　

七
月
十
九
日　
（
木
）、
片
品
村
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
研
究
会
に
よ
る
合
同
開

園
式
が
築
地
小
林
農
園
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
で
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
栽

培
の
歴
史
は
新

し
く
、
現
在
８

世
帯
が
栽
培
し

て
い
ま
す
。
多
く
は
夏
野
菜
生
産
経

験
者
で
、
長
年
の
農
業
の
技
術
や
経

験
と
昼
夜
の
寒
暖
の
差
を
活
か
し
た

果
樹
は
深
い
甘
み
を
出
し
、
七
月
上

旬
か
ら
八
月
下
旬
ま
で
も
ぎ
取
り
が

で
き
ま
す
。
子
ど
も
達
や
観
光
で
見

え
た
お
客
さ
ん
か
ら
も
美
味
し
い
と

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

＊午後１時３０分～５時３０分開室

＊　　　はお休みです。

＊７日は「みやま号」巡回日です。

図 書 室 カレンダー ９月

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

月 火 水 木 金 土日

り図 書 室 だ よ

読んでみませんか ?

『押したい背中』

大田クルーサットン  著

今
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
る
子
、
人
間
関
係

が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
人
、
仕
事
で
壁

に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
人
、
す
べ
て
の
人
に

読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
。
ほ
ん
の
少
し

勇
気
が
出
て
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
一
歩
が

踏
み
出
せ
る
か
も
・
・
・

開園式のテープカット

たくさんの陽を受けた果実

時計作りの工程を説明する　群馬精密代表 須賀川を案内する　星野健一さん

武尊神社前でメモを取る御座入班
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夏 

の 

交 

歓 

分 

宿 

子 

ど 

も 

会 

球 

技 

大 

会 

開 

催 

　

平
成
十
九
年
七
月
二
十
九
日
（
日
）

片
品
中
学
校
校
庭
・
体
育
館
で
第
十
一

回
片
品
村
子
ど
も
会
球
技
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
尾
瀬
片
品
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
青
少
年
健
全
育
成
の

一
助
に
と
、
協
賛
金
が
星
野
逸
雄
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
子
育
連
会
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
男
子
が
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
参
加
７
チ
ー
ム
、
女
子
が
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
参
加
９
チ
ー
ム
で
熱
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

第
一
区
子
ど
も
会

　

準
優
勝　

第
二
区
子
ど
も
会

　

第
３
位　

第
六
区
子
ど
も
会

　

第
３
位　

第
八
区
子
ど
も
会

女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

第
六
区
子
ど
も
会

　

準
優
勝　

第
四
区
子
ど
も
会

　

第
３
位　

第
八
区
Ｂ
子
ど
も
会

　

第
３
位　

第
二
区
子
ど
も
会

２
部
大
会

　

優　

勝　

第
三
区
Ｂ
子
ど
も
会

　

準
優
勝　

第
三
区
Ａ
子
ど
も
会

以
上
の
結
果
で
し
た
。

　

選
手
・
役
員
の
皆
様
早
朝
よ
り

　

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ファイト映画２００６上映会日程 ８／２１（火）１３：００～　片品村文化センター
８／２２（水）１３：００～　群  馬  会  館

『ウソつき番長』は群馬県大泉町・千代田町・太田市を

中心に撮影を行い、制作されました。

　　　　　　　　　オーディションで選ばれた１２人の小学生

　　　　　　　　　たちが、与えられた様々なキャラクターを

　　　　　　　　　立派に演じています。

『ひねくれ緑と星のパン』普段はそれぞれ異なった学校（邑楽町、

大泉町、太田市）に通う地元の子ども２６人が出演し、青年団の

　　　　　　　　　俳優・島田曜蔵と第２０回高崎映画祭で最優

　　　　　　　　　秀新人女優賞を受賞した英 由佳が共演してい

　　　　　　　　　ます。

★★★  今秋、片品村・前橋市にてファイト映画２００８子役オーディション開催決定！ ★★★
＊オーディション詳細は、上映会場にて発表します。

　

片
品
連
合
小
学
校
と
明
神
小
学
校
の

四
十
二
回
目
の
交
歓
会
が
七
月
二
十
四

日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
銚
子
市
明
神
地

区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
に
な
く
長
い
梅
雨
で
関
東
地
方

は
未
だ
梅
雨
明
け
宣
言
が
出
さ
れ
ず
、

出
発
ま
で
の
二
十
三
日
間
は
晴
れ
た
日

が
わ
ず
か
六
日
と
名
前
だ
け
の
夏
だ
っ

た
の
で
す
。

　

片
品
連
合
小
学
校
一
団
は
、
児
童
四

十
九
名
を
含
む
八
十
八
名
が
三
台
の
バ

ス
に
分
乗
し
明
神
小
学
校
に
到
着
す
る

と
、
地
元
幼
稚
園
児
や
関
係
者
か
ら
手

旗
や
上
り
旗
で
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
入
式
前
、
連
合
小
の
保
護
者
や
学

校
関
係
者
は
校
舎
三
階
の
交
歓
会
展
示

室
・「 

片
品
ル
ー
ム 

」
に
案
内
さ
れ
、

第
一
回
か
ら
保
存

さ
れ
て
い
る
資
料

や
写
真
を
懐
か
し

そ
う
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。　

　

滞
在
し
た
三
日

間
は
、
天
候
に
恵

ま
れ
、
長
崎
海
岸
で
の
海
の
学
習
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る
磯
の
生
き

物
調
べ
や
海
水
浴
な
ど
太
平
洋
を
体
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

分
宿
で
は
、
漁
の
町
な
ら
で
は
の
温

か
さ
の
な
か
児
童
達
は
交
友
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
同
行
の
関
係
者
と
銚
子
市
親

師
会
・
親
和
会
の
皆
さ
ん
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

受け入れ式の様子

長崎海岸で海の学習 明神小学校内の張り紙

ソフトボールの部優勝１区子ども会

ドッジボールの部優勝６区子ども会
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ニュース

利  

根  

郡  

地  

婦  

連   

ミ  

ニ  

バ  

レ  

ー  

ボ  

ー  

ル  

大  

会 

　

七
月
六
日
（
金
）
み
な
か
み
町
月
夜
野
総
合
体

育
館
に
於
い
て
、
平
成
十
九
年
度
利
根
郡
地
域
婦

人
団
体
連
合
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
か
ら
は
、
４
支
部
２
チ
ー
ム
・
５
支
部

２
チ
ー
ム
の
合
計
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
５
支
部

Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
・
５
支
部
Ａ
チ
ー
ム
が
準
優
勝

と
す
ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
支
部
２
チ
ー
ム
も
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
と

健
闘
し
、
敢
闘
賞
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
共
に
第
３
位

と
い
う
成
績
で
し
た
。

選
手
・
役
員
の
皆
様
は
朝
早
く
か
ら
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

大 

会 

結 

果

○ 

優　

勝…

片
品
村
５
支
部

Ｂ
チ
ー
ム

○ 

準
優
勝…

片
品
村
５
支
部

Ａ
チ
ー
ム

○ 

第
三
位…

み
な
か
み
町

水
上
分
会
中
部
Ｂ
チ
ー
ム

○ 

第
三
位…

み
な
か
み
町

新
治
分
会
湯
宿
チ
ー
ム

○ 

敢
闘
賞…

み
な
か
み
町

水
上
分
会
北
部
Ｂ
チ
ー
ム

少
年
の
主
張    「 

尾 

瀬 

大 

会 

」

平
成
１
９
年
度

　

七
月
四
日
（
水
）
第
六
回
少
年
の
主
張
「
尾
瀬
大
会
」
が
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
片
品
中
、
利
根
中
、
多
那
中
及
び
尾
瀬
高
１

年
生
の
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
が
中
・
高
生
な
ら
で
は
の
思
い
を
自
分
の
言
葉

で
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
尾
瀬
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
、
会
場
内
全

員
で
『
夏
の
思
い
出
』
を
合
唱
し
ま
し
た
。

各
学
校
の
発
表
者

優
秀
賞

　

片
品
中
１
年　

星
野
今
日
子

「
環
境
を
守
る
た
め
に
」

優
秀
賞

　

利
根
中
２
年　

小
林　
　

優

「
生
活
の
違
い
」

優
秀
賞

　

片
品
中
２
年　

星
野　

愛
生

「
出
会
い
に
感
謝
」

優
秀
賞

　

多
那
中
２
年　

鈴
木　
　

空

「
あ
る
日
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
」

優
秀
賞

　

片
品
中
２
年　

桑
原　
　

葵

「
ふ
る
さ
と
」

優
秀
賞

　

多
那
中
３
年　

角
田　

皇
祐

「
人
は
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
」

優
秀
賞

　

片
品
中
３
年　

星
野　

桃
子

「
本
当
に
大
切
な
こ
と
」

優
秀
賞

　

利
根
中
３
年　

石
坂　

和
也

「
世
界
と
日
本
人
の
生
活
」

優
秀
賞

　

片
品
中
３
年　

佐
藤　

幸
子

「
中
学
三
年
の
今
だ
か
ら
」

優
秀
賞

　

尾
瀬
高
１
年　

小
林　

直
姫

「
友
達
」

優
秀
賞

　

尾
瀬
高
１
年　

山
本　

り
え

「
外
見
」

尚
、
八
月
二
十
九
日
（
水
）
少
年
の
主
張

「
利
根
沼
田
大
会
」
が
開
催
さ
れ
各
中
学

校
か
ら
１
名
が
参
加
し
ま
す
。
片
品
中
学

校
か
ら
は
３
年
生
の
星
野
桃
子
さ
ん
が
出

場
し
ま
す
。

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上
１
４
名
が
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞

利
根
中
１
年　

石
坂　

裕
美

「
大
切
な
友
達
な
の
に
・
・
・
」

優
秀
賞

片
品
中
１
年　

萩
原
さ
く
ら

「
家
族
の
大
切
さ
」

優
秀
賞

多
那
中
１
年　

星
野　

麻
椰

「
中
学
生
に
な
っ
て
」

（
発
表
順
）

片品村５支部Ａ・Ｂチームの集合写真

試合模様

星野桃子さん

発表者記念撮影
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尾  
瀬  

学  

習  

発  

表  

会 

　

七
月
十
一
日
（
水
）
は
、
朝
か

ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
ギ
ッ
シ
リ
詰

ま
っ
た
一
日
で
し
た
。

　

八
時
三
十
分
か
ら
三
世
代
で
の

校
庭
除
草
作
業
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、「 

緑
の
時
間 

」
と
し
て
朝

行
事
で
除
草
作
業
を
し
て
い
る
の

で
す
が
、
子
ど
も
の
手
の
数
が
草

の
勢
い
に
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
が
、
こ
の
日
は
支
援
隊
、
保
護

者
、
子
ど
も
の
三
世
代
草
む
し
り

あ
る
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
い
方
も
実
際
に
練
習
し
て
み

ま
し
た
。

　

三 

・
四
時
間
目
が
尾
瀬
学
習
発

表
会
で
す
。
三
年
生
か
ら
六
年
生

が
、
六
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日

に
尾
瀬
に
行
っ
て
、
学
ん
で
き
た

こ
と
を
ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
尾
瀬
学
習
の
事
前

学
習
と
し
て
、
尾
瀬
高
校
の
尾
瀬

情
報
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
課
題
の

設
定
の
仕
方
や
調
査
の
仕
方
な
ど

緊
張
し
て
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
よ

う
で
し
た
が
、
こ
う
い
う
体
験
を

積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
自
信
を
持

っ
て
自
分
の
意
見
を
自
分
の
言
葉

で
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

発
表
会
を
参
観
し
て
い
た
だ
い

た
保
護
者
の
方
か
ら
「
各
学
年
と

も
、
自
分
た
ち
の
課
題
に
つ
い
て

尾
瀬
に
行
っ
て
短
い
時
間
で
よ
く

観
察
し
、
学
ん
で
き
て
い
る
の
で

す
ば
ら
し
い
で
す
。
し
っ
か
り
と

し
た
口
調
で
、
ハ
キ
ハ
キ
と
発
言

し
、
ま
と
め
た
内
容
も
、
分
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。
イ
モ
リ
の
作

り
物
も
上
手
な
の
で
、
剥
製
か
と

思
い
ま
し
た
。 

」
な
ど 

、
温
か
い

感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
小
の
尾
瀬
学
習
は
、
地
域
の
方

々
・
保
護
者
・
関
係
機
関
等
、
多

く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
こ
れ
か
ら

も
続
い
て
い
き
ま
す
。

尾瀬学習発表会

片
品
北
小
学
校
長　

青
木
美
穂
子

で
、
一
時
間
で
校
庭
が
見
違
え
る

よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

支
援
隊
の
方
々
の
手
際
の
よ
さ
に

目
を
見
張
る
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

三
世
代
で
一
緒
に
活
動
を
す
る
貴

重
な
体
験
で
し
た
。

　

二
時
間
目
は
、
救
急
救
命
法
講

習
会
で
す
。
プ
ー
ル
当
番
を
し
て

い
た
だ
く
保
護
者
の
方
を
対
象
に

東
消
防
署
の
消
防
士
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
い
て
講
習
会
を
持
ち
ま
し

た
。
途
中
か
ら
支
援
隊
の
方
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
活
気
の

を
高
校
生
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
小
学
生
の
時
か
ら
自
分
の

課
題
を
も
っ
て
尾
瀬
に
調
査
に
行

く
と
い
う
体
験
が
で
き
る
の
は
、

尾
瀬
に
一
番
近
い
北
小
の
一
番
自

慢
の
学
習
活
動
で
す
。
発
表
会
に

も
保
護
者
、
支
援
隊
の
方
々
、
お

世
話
に
な
っ
た
尾
瀬
校
生
、
ガ
イ

ド
さ
ん
等
、
多
く
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
多
く

の
人
の
前
で
発
表
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

大
き
な
体
験
で
す
。
み
ん
な
随
分

☆生涯学習・社会体育関係

・尾瀬吹割杯親善野球大会

・第 22 回片品村ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会

・第 2回区対抗ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会

・第 49 回村民運動会

・片品カレッジＧ：郁子さんの山男の話

☆学校関係

◇片小 

・秋季大運動会

・5年尾瀬学習

・友遊クラブ 

◇北小 

・北小･北地区合同運動会

・避難訓練（地震）

・学校公開日･環境作業

◇南小 

・南小･3 区秋季合同運動会

・避難訓練（地震）

・授業参観②

◇武尊根小

・武尊根子ども教室

・秋季大運動会

・武尊根記録会⑤

◇片中

・進路学習講演会

・環境奉仕日⑥

・1日公開参観日

・体育祭

◇郡中体連新人大会

　　22 日 ( 土 )　野球①

　　29 日 ( 土 )　野球②  ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ①  剣道  

　　　　　　　   ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ  ｿﾌﾄﾃﾆｽ①  ｻｯｶｰ 

　　30 日 ( 日 )　ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ②  ｿﾌﾄﾃﾆｽ②　柔道

　　10 月 7日 ( 日 )　卓球

※予定が変更される場合もありますので、予めご了承ください。

教 

育 

委 

員 

会 

・
９ 

月 

の 

諸 

行 

事

上旬

上旬

上旬

16 日 ( 日 )

26 日 ( 水 )

8 日 ( 土 )

12 日 ( 水 )･13 日 ( 木 )

13 日 ( 木 )

8 日 ( 土 )

13 日 ( 木 )

26 日 ( 水 )

 

8 日 ( 土 )

14 日 ( 金 )

 26 日 ( 水 )

6 日 ( 木 )･20 日 ( 木 )

8 日 ( 土 )

26 日 ( 水 )

      

4 日 ( 火 )

5 日 ( 水 )

13 日 ( 木 )

20 日 ( 木 )
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活
動 

紹
介 

４  

琴 

和 

会 

部
長　

入
澤
里
子
さ
ん

　

大
正
元
年
に
作
ら
れ
た
大
正
琴
の

ア
イ
デ
ア
の
原
形
は
「
一
絃
琴
」
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
一
絃
琴
」
は
中
国
か
ら
日
本
に
伝

わ
っ
て
以
来
、
僧
・
公
家
・
武
士
な

ど
特
に
男
子
に
好
ま
れ
、
永
ら
く
男

子
の
楽
器
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

　

江
戸
末
期
に
は
、
坂
本
龍
馬
ら
勤

皇
の
志
士
た
ち
が
、
一
絃
琴
の
稽
古

と
称
し
て
は
同
士
を
集
め
、
密
会
を

重
ね
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

残
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

琴
和
会
の
皆
さ
ん
は
月
２
回
、
中

央
公
民
館
和
室
に
講
師
を
招
い
て
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
レ
パ
ー

ト
リ
ー
も
増
え
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問

や
利
根
沼
田
芸
能
発
表
会
に
も
出
演

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
八
月
か
ら
一
年
間
、
片
品
中
学
校
の
外

国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
が
、
契
約
期
間
満
了
の
た
め
母

国
カ
ナ
ダ
へ
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
に

は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
の
異
な
る
日
本
で
の
生
活
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
帰
国
後
は
日
本
の
文
化
や
片
品
村
を

カ
ナ
ダ
の
人
た
ち
に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

キ
ャ
サ
リ
ン
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ロ
ー
ラ
先
生

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

八
月
二
十
五
日
に
、
新
し
い
外
国
語
指
導
助
手
と
し

て
ロ
ー
ラ
さ
ん
が
来
村
し
ま
す
。

　

キ
ャ
サ
リ
ン
さ
ん
の
後
任
と
し
て
主
に
片
品
中
学
校

で
英
語
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ロ
ー
ラ
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
出
身
の
明
る
く
活
発
な
女
性
で
す
。

　

慣
れ
な
い
日
本
で
の
生
活
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

一
日
も
早
く
片
品
村
に
馴
染
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
こ
か
で
お
会
い
し
た
ら
明
る
い
笑
顔
で
声

を
か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
A
LT =
  A
ssistant  Language  Teacher 

（
教
育
委
員
会
）

外 

国 

語 

指 

導 

助 

手 

の 

先 
生 
が 
替 

わ 

り 

ま 

す 

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

 

俳 

句 

会

平
成
十
九
年
七
月

　
　
　
　
　
　

摺
渕　
　
　
　

木
村　

佳
江

雛
連
れ
し
雉
子
に
新
樹
の
風
さ
や
か　
　
　
　
　
　

野
ば
ら
咲
く
暮
れ
て
山
家
の
花
灯
り

　
　
　
　
　
　

栃
久
保　
　
　

戸
丸　

好
夫

若
葉
風
萌
え
て
連
山
波
を
打
つ

ヘ
ル
メ
�
ト
か
ぶ
る
炎
天
葱
坊
主

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

吉
野　

道
子

梅
雨
し
と
ど
少
女
の
作
る
菓
子
甘
く

退
院
の
笑
顔
迎
え
る
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

中
村　

導
子

夕
河
原
揺
れ
て
三
つ
四
つ
初
蛍

夕
焼
け
の
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
の
植
田
か
な

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

渡
辺　

和
昭

木
道
行
く
子
ら
を
励
ま
す
揚
げ
雲
雀

沢
の
音
つ
ら
ぬ
く
恋
の
三
十
三
才

　
　
　
　
　
　

須
賀
川　
　
　

大
竹　

久
代

焼
け
跡
に
住
む
人
も
な
く
桐
の
花

あ
じ
さ
い
の
毬
ふ
く
ら
ま
せ
雨
あ
が
る

　
　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

星
野　

光
子

パ
レ
�
ト
に
絵
の
具
を
し
ぼ
る
夏
帽
子

山
百
合
の
香
に
立
ち
よ
り
ぬ
道
の
駅

　
　
　
　
　
　

東
小
川　
　
　

千
明
ヒ
ロ
子

岩
燕
佇
む
人
あ
り
露
伴
の
碑

梅
雨
の
な
き
北
の
大
地
の
ラ
ベ
ン
ダ
�

　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

寺
岡　

貞
子

か
き
つ
ば
た
傘
も
水
面
に
影
お
き
ぬ

天
を
指
す
直
立
不
動
や
花
菖
蒲

　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

星
野
ト
ミ
エ

琴
の
音
に
な
つ
め
ろ
流
す
梅
雨
の
宵

ア
ジ
サ
イ
の
色
あ
ざ
や
か
に
今
朝
の
雨

　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

松
井
亜
作
枝

捨
て
難
き
古
シ
�
ツ
馴
染
み
草
を
刈
る

香
ぐ
わ
し
き
芍
薬
た
ま
う
垣
根
越
し

　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

木
内　

山
人

何
一
つ
な
げ
く
事
な
し
九
十
三

南
天
の
若
芽
色
づ
き
初
夏
に
な
る

　
　
　
　
　

築
地　
　
　
　

千
明
お
さ
む

え
ご
の
花
香
り
流
し
て
蜂
を
呼
ぶ

月
見
草
夕
月
い
ろ
に
花
ひ
ら
く

　
　
　
　
　

花
咲　
　
　
　

星
野　

百
姓

衣
替
え
子
の
古
着
き
て
野
良
に
出
る

軽
ト
ラ
の
行
き
来
せ
わ
し
き
梅
雨
晴
れ
間

　
　
　
　
　

鎌
田　
　
　
　

星
野　

歌
子

子
雀
の
風
に
煽
ら
れ
後
ず
さ
り

草
む
ら
に
光
り
揺
ら
め
く
蛍
か
な

　
　
　
　
　

摺
渕　
　
　
　

千
明　

新
芽

久
方
に
友
揃
い
た
り
青
葉
句
座

孫
達
の
夢
の
短
册
星
祭
り

雛
連
れ
し
雉
子
に
新
樹
の
風
さ
や
か　
　
　
　
　
　

大正琴と会員の皆さん
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九
月
の
「
が
ん
制
圧
月
間
」
で
は
、

ひ
ま
わ
り
の
会
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、
ひ
ま
わ
り
の
会
会
員
及
び
医
師
、

保
健
師
、
看
護
師
に
よ
る
「
が
ん
電

話
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

●　

日　

時　

　

九
月
十
二
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

〜
十
四
日
（
金
）

●　

電　

話

　

０
２
７
（
２
６
９
）
７
８
０
４

目　

的

　
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
は
「
が
ん 

」

を
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
克

服
し
た
人
た
ち
の
会
で
す
。
こ
の
会

で
は
闘
病
生
活
や
療
養
後
の
生
活
の

あ
り
方
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
不
安

や
焦
り
を
解
消
し
、
励
ま
し
合
う
場

と
す
る
と
と
も
に
、「
が
ん
」　

を
克

服
し
た
生
き
証
人
と
し
て
、
が
ん
撲

滅
の
た
め
の
諸
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

●　

問
い
合
わ
せ
先

　
　
（
財
）
群
馬
県
健
康
作
り
財
団

●　

電　

話

　
　

０
２
７
（
２
６
９
）
７
８
１
１

●　
 

日　

時　

九
月
八
日
（
土
）

「
初
秋
の
谷
川
岳
と

　
　
　
　
　

た
く
み
の
里
め
ぐ
り
」

　

募　
　
　
　

集

●　

目
的
地　

谷
川
岳
・
天
神
平
・

　
　
　
　
　
　

湯
桧
曽
公
園
・
た
く

　
　
　
　
　
　

み
の
里
・
桃
李
館

●　

費　

用　

２
，
０
０
０
円

　
　
　

 （
リ
フ
ト
・
昼
食
代
含
む
）

●　

乗
降
地　

  J R

沼
田
駅

　
　
　
　
　

   

利
根
沼
田
県
民
局

●　

定　

員　

５
０
人

　
　
　

 （
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●　

申
し
込
み　

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
、
又
は
メ
ー

        

ル
に
て
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

        

電
話
番
号
乗
降
地
を
明
記
の
上

        

沼
田
土
木
事
務
所
へ
申
込
み
く

        

だ
さ
い
。

　
　

電　

話
（
２
４
）
５
５
１
１

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
２
４
）   

９
９
４
３

　

試　
　
　
　

験

下
水
道
排
水
設
備

　
　
　

工
事
責
任
技
術
者

●　

試 

験 

日　

　
　

十
月
二
十
一
日
（
日
）

　
　

午
前
十
一
時
か
ら

●　

試
験
場
所　

　
　

高
崎
経
済
大
学　

●　

受 

験 

料 

　
　

 

１
６
，
０
０
０
円

　
　
（
受
験
講
習
料
を
含
む
）

●　

受
験
申
込
書
配
布　

　
　

八
月
一
日
〜
八
月
二
十
四
日

●　

受
験
受
付

　
　

八
月
一
日
〜
八
月
三
十
一
日

●　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
活
環
境
課

　
　

電　

話
（
５
８
）
２
１
１
４

が 

ん 

電 

話 
相 
談 

室

　

相　
　
　
　

談

全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
・

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
バ
ス
ツ
ア
ー

E-m
ail : ryokuka-tour@

pref.gunm
a.jp

（
八
月
二
十
七
日
ま
で
）

■
対　

象

児
童
扶
養
手
当

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
心
身
に
一
定

の
基
準
以
上
の
障
害
を
有
す
る
場
合
は
二
十
歳
未
満
ま
で
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に

あ
て
は
ま
る
者
を
監
護
し
て
い
る
母
子
家
庭
な
ど
の
母
親
ま
た
は
母
親
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
。

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
。

③
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
。

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
。

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
。

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
。

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
。

⑧
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
。

■
そ
の
他

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合

①
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

②
児
童
（
児
童
扶
養
手
当
は
母
、
養
育
者
を
含
む
）
が
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
。

③
父
母
な
ど
の
所
得
が
一
定
の
額
を
超
え
る
と
き
。

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
手
当
を
受
け
た
と
き
に
は
、
法
令
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先

　
　

保
健
福
祉
課
児
童
福
祉
係　
　

電　

話
（
５
８
）
２
１
１
６

ご
存
じ
で
す
か
？
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
て
、
ま
だ
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

八
月
は
現
況
届
及
び
所
得
状
況
届
の
月
で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
八
月
以
降
の
手
当
が

　

受
給
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

広 報 か た し な

おしらせ

09

講　

習　

会

●　

期　

日　

　
　

九
月
二
十
四
（
月
）

　
　
　
　

午
前
九
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
三
時
三
十
分

●　

場　

所　

　
　

群
馬
県
職
業
能
力
開
発
協
会

●　

定  

員　

３
０
名

●　

受
講
料　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
材
料
代
等
含
む
）

●　

申 

し
込 

み

　
　

九
月
十
八
（
火
）
ま
で

●　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

群
馬
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　

電　

話

　
　

０
２
７
０
（
２
３
）
７
７
６
１

も
の
づ
く
り
教
室
・
表
具
編

本
格
的
な
２
枚
折
り

                       

ミ
ニ
屏
風
の
作
成

中
高
年
再
就
職
支
援

●　

日　
　

程　

　
　

十
月
〜
平
成
二
十
年
一
月

　
　
（
出
席
は 

十
五 

日
間
程
度
）

●　

会　
　

場　

　
　

県
立
太
田
産
業
技
術
専
門
校

　

 「 

何
度
採
用
面
接
に
行
っ
て
も
断
ら

れ
て
し
ま
う
」
一
人
で
の
就
職
活
動
に

限
界
を
感
じ
る
」
な
ど
、
就
職
に
つ
い

て
お
悩
み
の
方
の
就
職
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

内　
　

容　

生
活
設
計
、
自
己
分
節
、
履
歴
書
の
書

き
方
、
面
接
の
受
け
方
な
ど
就
職
活
動

に
役
立
つ
講
習
会
な
ど

●　

対　
　

象

　
　

群
馬
県
内
に
居
住
す
る
概
ね
３
５

        

才
以
上
の
求
職
者

●　

定　
　

員　

１
５
名

●　

費　
　

用　

無
料　

●　

申
し
込
み
期
間　

         

八
月
十
日
（
金
）
〜

                                

九
月
十
日
（
月
）

●　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

群
馬
県
庁
労
働
政
策
課

　
　

電　

話

　
　

０
２
７
（
２
２
６
）
３
４
０
７　

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
３
０
歳
未
満
の
方
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人
・
配
偶
者
及
び
世
帯

主
（
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）
の
前
年
の
所
得
を
基

準
に
審
査
が
行
な
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま

た
は
一
部
が
免
除
（
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶
予
）
さ
れ
ま

す
。

　

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
（
４
分
の
１
納
付
）、
半
額
免
除  ( 

半

額
納
付)

、
４
分
の
１
免
除
（
４
分
の
３
納
付
）
が
あ
り
、
所
得
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
４
分
の
３
免
除
、
半

額
免
除
ま
た
は
４
分
の
１
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料

を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
全
額
免
除
と
及
び
若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、
翌

年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請
（
継
続
申
請
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
失
業
等
に
よ
る
理
由
を
除
く
）。

　

今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
お
り
継
続

申
請
を
し
て
い
な
い
方
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
方
は
、
六
月
で

承
認
期
間
が
切
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
等
を
希
望
す
る
場
合
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
片
品
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
へ
申
請
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

●　

日　

時　

八
月
二
十
一
日
（
火
）　

　
　

午
後
二
時 

〜 

　
　
　
　
　
　
　

午
後
四
時
三
十
分

●　

場　

所　

利
根
沼
田
県
民
局

目　
　

的

養
護
学
校
の
在
校
生
、
卒
業
生
及
び
そ

の
保
護
者
・
支
援
者
・
行
政
担
当
者
と

特
殊
学
校
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
お
互

い
に
情
報
を
交
換
し
た
り
共
有
す
る
こ

と
で
生
活
支
援
や
就
労
支
援
を
円
滑
に

行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

対　
　

象

○
養
護
学
校
在
学
生
や
卒
業
生
の
方
お

　

よ
び
保
護
者
の
皆
さ
ん

○
福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方

主　

催　

群
馬
県
特
別
支
援
学
校
長
会

共　

済　

群
馬
県
教
育
委
員
会　

　
　
　
　

群
馬
県
障
害
政
策
課

後　

援　

沼
田
市
教
育
委
員
会　

 

利
根
郡
町
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　

連
絡
協
議
会

●　

問
い
合
わ
せ
先 

　
　

県
立
榛
名
養
護
学
校
沼
田
分
校

　
　

電　

話　

栗
田　

光

　
　

０
２
７
８
（
３
０
）
３
０
３
０

地
域
生
活
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
お
知
ら
せ

退職金の準備は万全ですか？

中退共は中小企業で働く従業員のための退

職金制度を運営しています。中退共は国の

制度なので掛金助成や税法上の優遇など、

有利な特色がいっぱいです。安全・確実な

中退共制度をぜひご利用ください。

●問い合わせ先　電話番号

片品村商工会 　　　　（５８）２０７４

中退共本部　０３（３４３６）０１５１

中 退 共 で 退 職 金 を！
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内　

容

　
「
森
林
と
環
境
・
電
子
レ
ン
ジ
で
炭
焼
き
挑
戦
」「
利
根
沼
田

　

の
水
を
考
え
る
」「
お
い
し
い
お
水
の　

分
析
教
室
」「
悪
臭

　

問
題
を
考
え
る
、
ニ
オ
イ
分
析
・
脱
臭
に
挑
戦
」　
「
利
根
沼

　

田
の
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る 

」   「
あ
な
た
が
つ
く
る
こ
れ
か
ら

    
の
利
根
沼
田
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
、
実
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

プ
、
意
見
交
流
な
ど

●　

講　

師　
　

群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
授　

小
島　

昭　

先
生

●　

日　

時　
　

九
月
十
三
日
〜
十
月
十
八
日 

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
６
回　

午
後
七
時
〜
九
時

●　

場　

所　
　

利
根
沼
田
県
民
局
１
０
１

●　

受
講
資
格　

利
根
郡
・
沼
田
市
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

●　

受
講
料　
　

無
料　
　

定
員　
　

先
着
５
０
名

●　

申
し
込
み　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に
て　

　
　
　

九
月
五
日
（
水
）
ま
で
に
住
所
・　

氏
名
・
電
話
番
号

　
　
　
（
可
能
な
ら
ば　

年
齢
・
職
業
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
）

●　

申
し
込
み
先　
　

利
根
教
育
事
務
所　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２
番
地

　

          

電
話　
　
（
２
３
）
０
１
６
５　

　

          

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
２
３
）
０
１
８
０

 「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
大
学
出
前
講
座

  『
環
境
問
題
か
ら
考
え
る 

利
根
沼
田
の
地
域
づ
く
り
講
座
』

E-m
ail : tonekyou@

pref.gunm
a.jp

危
険
物
取
扱
保
安
講
習
会

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

危
険
物
取
扱
者
免
状
を
交
付
、
ま
た

は
保
安
講
習
会
を
受
け
、
引
き
続
き

危
険
物
の
取
扱
い
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方
及
び
免
状
取
得
者
の
う
ち
平

成
十
八
年
四
月
一
日
以
降
に
、
新
た

に
危
険
物
の
取
扱
い
作
業
に
従
事
し

て
い
る
方
を
対
象
に
消
防
法
に
定
め

ら
れ
受
講
義
務
が
あ
る
方
に
保
安
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●　

受
付
期
間　

　
　

九
月
十
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　

九
月
二
十
一
日
（
金
）

●　

受
付
場
所　
　
　
　

　
　

各
消
防
署

●　

講 

習 

日　

　
　

九
月
二
十
七
日
（
木
）

●　

講
習
場
所　

　
　

利
根
沼
田
文
化
会
館

●　

受
講
手
数
料  

（
群
馬
県
証
紙
代
）

　
　

４
，
７
０
０
円

●　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

消
防
本
部

　
　

電　

話
（
２
２
）
３
１
３
７

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ 

受
講
生
募
集

講　

習　

会

平成１９年度　国保税第３期・村県民税普通徴収第１期　納税率調（税額）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

白
根
・
丸
沼

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

国保税 村県民税普通徴収 村全体(国保税) 村全体(住民税)

（平成１９年　７月１０日現在）
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11

我 が 家 の 自 慢 料 理
だいこんと季節煮 作成者　三浦みつ子さん（幡谷）

材　料　４人分

１人分の栄養価　　　　ｴﾈﾙｷﾞ ：ー94Kcal　　蛋白質：3.6ｇ　　脂質：2.1ｇ　　塩分：1.5ｇ

だいこん………厚めの輪切り４個

干ししたけ……２枚

パプリカ ( 赤･黄･緑 )…各 15ｇ

豆腐……………１/４丁

油………………適量

水溶き片栗粉…小さじ１　

だし汁…………６カップ

砂糖……………大さじ２

しょうゆ………大さじ２

　　　　　

砂糖……………小さじ１

しょうゆ………小さじ１

塩………………少々

a

b

作り方地産地消

保 

険 
だ 
よ 
り

①　大根は皮をむいて４～５㎝位の

　　厚めの輪切りにし、面取りをする。

　　aの調味料で大根をやわらかく煮込む。

②　干ししいたけは水にもどし、やわらか

　　くする。豆腐は、水気をきる。

③　干ししいたけ、パプリカ、豆腐を細切りにする。

④　フライパンに油を熱し、③を炒めて、bの調味料
　　で味つけをする。水溶き片栗粉を加え、具がまとまりやすくする。

⑤　①のだいこんのまん中を型抜きし、④の炒めた材料をつめ、少し煮込む。

ワンポイント：まん中に入れる具は、好みの季節の野菜を入れる。

だいこんの効能
（葉）・カロテンを豊富に含み、カルシウム、食物繊維、ビタミンＣといった

　　　栄養素の含有量は小松菜を上回っており、がんや骨粗鬆症、貧血の改

　　　善などに効果を発揮する。

（根）・消化酵素であるアミラーゼが胸やけ胃もたれを防ぐ。

　　・肉や魚の毒消しに活躍する。

　　・根には水分・ビタミンＣが大量に含まれ、排尿を促進する。

　

食
中
毒
を
起
こ
す
細
菌
は
、
身
の
回
り
の
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
に
存
在
し
ま
す
の
で
毎
日
の
生
活
の
中
で
予
防
を
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
群
馬
県
内
で
は
年
間
約
２
０
０
〜
５
０
０

人
の
食
中
毒
患
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
根
・
沼

田
地
域
で
も
３
０
人
以
上
の
食
中
毒
患
者
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
の
食
中
毒
が

発
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

感
染
源

食
肉
、
鶏
卵
、
発
酵
品
や
生
の
魚
介
類
、
汚
染
さ

れ
た
水
、
真
空
パ
ッ
ク
食
品
、
缶
詰
、
人
の
手
を

介
し
て(

傷
や
汚
染
さ
れ
た
手)

、
ペ
ッ
ト
等

症
状

下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
、
吐
気
、
血
便
、
神
経
症
状
、

重
症
化
す
る
と
尿
毒
症
、
意
識
障
害　

等

食
中
毒
は
次
の
点
に
注
意
す
れ
ば
予
防
で
き
ま
す

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１　

新
鮮
な
物
、
消
費
期
限
を
確
認
し
て
購
入
す
る

２　

購
入
し
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
で
保
存
す
る

３　

手
洗
い
き
れ
い
な
調
理
器
具
を
使
う

４　

十
分
に
加
熱
す
る

５　

食
品
を
室
温
に
長
く
放
置
し
な
い

６　

残
っ
た
食
品
は
清
潔
な
容
器
で
保
存
す
る
又
は
再
加

　
　

熱
す
る

　

お
腹
が
痛
く
な
っ
た
り
、
下
痢
を
し
た
り
、
気
持
ち
が

悪
く
な
っ
た
り
し
た
ら
、
重
症
化
す
る
前
に
早
め
に
医
療

機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。



紗 那ちゃん

さ       な

星野  正一郎　真記子さん（菅沼）のお子さん
命名

難しすぎず、誰からも親しみやすく

呼びやすい名前をと思い名付けました。

漢字も、誰が読んでも「さな」

と、読んでもらえる字を選びました。

将来どんな人になってほしいですか
生まれてから今まで風邪一つひかない

子なので、体も心も健康で、芯の強い人になってほしいです。

平成 1８年８月 2３日生まれ

優 菜ちゃん

ゆ   う   な

髙橋  卓也　　順子さん（下平）のお子さん
命名

“優” という漢字をどうしても使いたか

ったのもありますが、いつでも優しい

心を持って、菜の花のように周りの人

達をあったかい気持ちにして和ませて

くれるような人になってほしいという

願いを込めてこの名前をつけました。

将来どんな人になってほしいですか
明るく元気にのびのびと育って、人の気持ちを理解し、嫌なこ

とでも自分がしてほしいと思う事は進んで人にもしてあげられ

るような人になってほしいです。そして何よりも自分の将来の

夢をしっかり持った人になってほしいです。

平成 18 年 9月 22 日生まれ

おお  

めめ  

でで  

たた

★  

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

二
人

        　
　
　
　

                           

り 

ょ 

う

中
畑　

伊
佐
央             

男             

亮        

鎌
田

                                                    

ま 

り 

か

ヴ
ェ
リ
・
ア
ン
ド
レ
ア    

女    　

ま
り
花    

越
本

                

★  

婚
姻
さ
れ
た
方 

一
組

　

○  

本
多    

大
気     

榛
東
村

       　

星
野    

里
絵    

花　

咲

お 

く 

や 

み

       

亡
く
な
ら
れ
た
方　

三
人

      　

吉
野　

長
治
郎 　
　

八
十
六
歳　

土
出

      　

星
野　

三
久
子 　
　

七  

十  

歳　

 

花
咲

      　

笠
原　

四
郎　

 　
　

八
十
三
歳　

 

越
本

おお  

詫詫  

び
と
訂

び
と
訂  

正正

七
月
号
の
お
く
や
み
欄

蓬
田 

行
子
さ
ん
の
年
齢
「
七
十
八
歳
」
は

「
九
十
二
歳
」
の
誤
り
で
し
た
。

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

窓 　

口 　

か 　

ら

六
月 

二
十 

日 

〜 

七
月 

十
九
日

　

午
前　

八
時
三
十
分
〜

　

午
後　

十
二
時
十
五
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

ミ　

ニ　

情　

報

今月の
納期は

休日の病院（緊急時）

国 民 健 康 保 険 税  第 5 期

村      県      民      税  第２期

納期は　８月３１日（金）です納期は　８月３１日（金）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

編集  / む ら づ く り 観 光 課　〒 群 馬 県 利 根 郡 片 品 村 大 字 鎌 田  3967 - 3　電 話 0278 - 58 - 2112　FAX 0278 - 58 - 2110
ホームページ  検索キーワード：片品村役場　URL   http://www.vill.katashina.gunma.jp/    電子メール  kanko@vill.katashina.gunma.jp

広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。
　
    印
 刷
 所
 ／
  ㈲
 笠
 原
 印
 刷
  　
　
制
 作
 ･デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

eqRoY0yUh++eqRoY0yUh++ 2;Zd(7yH2;Zd(7yH

八
月
二
十
五
日

　

武
尊
牧
場
動
物
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

八
月
二
十
五
・
二
十
六
日

　

Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ

　
　
　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
０
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
沼
周
辺
）

八
月
二
十
六
日　

　

２
１
世
紀
の
森
野
外
音
楽
祭

八
月
三
十
・
三
十
一
日

　

尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト　
　
（
尾
瀬
ロ
ッ
ジ
）

九
月
十
三
〜
十
五
日

　

片
品
村
の
写
真
展
と
特
産
品
販
売

　
　
　
　
　
　
　
（
新
宿
駅
西
口
広
場
）

九
月
十
六
日　

村
民
運
動
会

　
　
　
　
　
　
（
予
備
日
九
月
十
七
日
）

18日（土）　沼田脳神経外科

19 日（日）　利根中央病院

8月

25 日（土）　月夜野病院

26 日（日）　内田病院

  1 日（土）　国立沼田病院

 ２日（日）　沼田脳神経外科

  8 日（土）　利根中央病院

  9 日（日）　月夜野病院

15 日（土）　内田病院
16 日（日）　国立沼田病院

９月

Profile.

さん星 野 裕 亮
ほ し の ゆ う す け

１９歳
（父）真司さん　（母）真澄さん

片品村大字土出

１．何処へお勤めですか１．何処へお勤めですか 　

　実家の星実工務店です”

２．趣味は何ですか２．趣味は何ですか　

　　　今は車です”

３．片品をどう思いますか３．片品をどう思いますか

　離れたくない場所です”

４．村内のおすすめスポットは４．村内のおすすめスポットは

夏は尾瀬ゆり園。冬は岩鞍スキー場です”

５．好きな異性のタイプは５．好きな異性のタイプは　

優しく嘘をつかない人です”

６．目標があれば教えてください６．目標があれば教えてください

自分の家族を持って楽しく暮らすことです”

７．村民の方へメッセージをお願いします：７．村民の方へメッセージをお願いします：　

片品の豊かな自然がこの先ずっと残るようにしてほしい”




